

















































2 . 1 　政府が目指す超スマート社会と高度道路交通システム
⑴　超スマート社会とは
第 4 次産業革命が世界各国で進む中，我が国でも積極的に推進していくことを閣議決
定し，日本再興戦略2016［ 2 ］の中で超スマート社会（society 5.0）の実現を提唱している。
1 ）2016年 1 月のダボス会議での整理資料［ 1 ］によると，極度の自動化とコネクティビティによって推進され，さ
らに人工知能（AI）が広範囲に実装されていく点に特徴があるとされている。


































































図 1 　超スマート社会を実現するためのプラットフォームと 3 つのコアシステム［ 4 ］
⑶　高度道路交通システムにおける変革



















ていくとしている［ 7 ］［ 8 ］。
















































































































































けながら行う「協調型自動走行」の 2 つが存在する。自動走行の仕組みと 2 つのタイプ
を図 3 に示す。



















 政府は、官民 ,76構想･ロードマップ >@において、自動運転に関する定義を、それまで
の 段階レベルから 6$(（6RFLHW\RI$XWRPRWLYH(QJLQHHUV）LQWHUQDWLRQDOの -改正版



















































れまでの 5 段階レベルからSAE（Society of Automotive Engineers）internationalの
J3016改正版（2016年 9 月）の 6 段階レベルへ変更した（表 2 ）。レベル 0 〜 2 は，運転
タスクの全てあるいは一部を運転者（人）が行うレベルである。レベル 3 〜 5 は運転タ
スクの全てをシステムが行うレベルで「高度自動運転システム」と呼ばれる。特にレベ
ル 4 ， 5 は，システム作動継続不可時に運転者の関与を期待するレベル 3 とは異なり，
運転者の関与を強制しない（即ち，搭乗者で十分な）レベルで「完全自動運転システ
ム」と呼ばれる。なお，レベル 4 ， 5 は，自動走行が限定領域内である（レベル 4 ）か
否か（レベル 5 ）の違いである。また，安全運転の実行主体は，レベル 0 〜 2 が運転者，
レベル 4 〜 5 はシステム，レベル 3 はシステムが基本であり作動継続不可時のみ運転者
となる。
表 2 　自動運転レベルの概要（SAEJ 3016ベース）
レベル 名称
運転タスク実行 安全運転の実行主体 備考
（普及時期）運転者 システム 運転者 システム












































4 層で構成されている［10］。高精細 3 次元地図の整備には膨大な時間と費用がかかるも
のの，自動走行車の実用化に当たっては，このようなマップの整備が不可欠である。
図 4 　ダイナミックマップ［10］




























2 . 3 　コネクテッドカー

















クテッドカー PC」），2011年 1 件（注：仏アルカテル・ルーセントの「LTEコネクテッ













セルラー方式 3 ）を用いるものは，セルラー V2X（あるいはC-V2X）（図 5 ）と呼ばれ
紀要原稿 年 月 増田

（91）に、携帯電話接続で採用されている「セルラー方式」を用いるものは、「セルラー






















































る。ネットワークとの接続にはLTE（Long Term Evolution）や第 5 世代移動通信シス
テム（5G）が想定されている。なお，基地局経由での遅延時間増の問題を考慮し，当
該車とネットワーク以外の周辺とが基地局を経由せず直接通信することも可能とする














































































































のバスの自動運転（レベル 2 以上）を，などとなっている。2018年 5 月11日時点での実
証実験の状況や予定は，図 6［11］のようになっている。



















図 日本における自動運転に関する実証実 の  と 定（2018.5.11時 ）[11]図 6 　日本における自動運転に関する実証実験の状況と予定（2018.5.11時点）
［11］
















The Fifth Generation Mobile Communications Promotion Forum）5 ）が中心となり，実
現に向けた取り組みを推進している。総務省は，図 7［13］に示すような取り組みを進め
ている。即ち，2015年度より5Gの実現に不可欠な要素技術の研究開発に取り組むとと
























図７ 第世代移動通信システム（*）の実現スケジュール（総務省）>@図 7 　第 5 世代移動通信システム（5G）の実現スケジュール（総務省）
［13］






5 ）総務省の「電波政策ビジョン懇談会」の中間報告を受け，2014年 9 月に設立。目的は，5Gの検討の加速，諸
外国との連携，国際標準化への貢献等。2013年 9 月に発足された「ARIB 2020 and Beyond AdHoc」の検討内































































4 . 1 　自動走行車の導入によるインパクト
官民ITS構想・ロードマップ2018における物流サービスのロードマップによれば，
・ 高速道路でのトラックの隊列走行（レベル 2 以上）については，2021年までに
CACC 6 ）を活用した後続有人の走行の実現を，また2022年以降に後続無人の長距離走
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